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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 
令和８年度足立区地域保健福祉推進協議会 

第２回介護保険・障がい福祉専門部会 

（足立区地域密着型サービスの運営に関する委員会） 

事 務 局 
小峯介護保険課長  半貫高齢者施策推進室長 

長門障がい福祉課長  黒岩高齢者はつらつ支援課長 

高橋医療介護連携課長  和田障がい援護課長 

荒井社会福祉協議会事務局長  岩松介護保険課介護保険係長 

開催年月日 令和８年７月９日（木） 

開 催 時 間 午後２時００分開会～午後４時００分閉会 

開 催 場 所 すこやかプラザあだち 大研修室Ｎ 

出 席 者 

石渡和実部会長   酒井雅男副部会長  白石正輝委員 

横田ゆう委員    石毛かずあき委員  太田せいいち委員 

岡田将和委員    山下俊樹委員    倉田 聡委員 

下川満智子委員   鵜沢隆委員     加藤仁志委員 

柳川富士雄委員   山根佳代子委員   佐藤奈緒委員 

鈴木真理子委員   茂木聡直委員    伊東貴志委員 

欠 席 者 
春田淳志副部会長  福岡靖介委員    橋本飛鳥委員 

細井和男委員    小鮒裕美委員    馬場優子委員 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

【資料１】地域密着型サービス事業者等の新規及び更新指定について 

【資料２】物価高騰支援を目的とした令和８年度高齢者施設・障がい者（児） 

     施設等に対する区独自の特別給付金支給事業の実施等について 

【資料３】令和６年度公募選定事業者の事業撤退及び令和８年度地域密着型 

     サービスの整備・運営事業者の公募について 

【資料４】高齢者等実態調査の報告（速報）について 

【資料５】令和７年度足立区介護保険事業実施状況（速報値）について 

【資料６】特別養護老人ホーム待機者への対応に向けた新規事業の開始につ 

     いて 

【資料７】令和８年度から新規に実施する手話出前講座について 

【資料８】足立区障がい者福祉関連計画の策定のためのアンケート調査結果 

     （概要）の報告について 

そ の 他 
 

 

様式第１号（第３条関係） 
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（事務局） 

 それでは、皆様こんにちは。 

 定刻でございますので、ただいまから令和

８年度第２回足立区地域保健福祉推進協議

会、介護保険・障がい福祉専門部会を始めさ

せていただきます。 

 本日は、お忙しい中御出席をいただきあり

がとうございます。 

 私は、本日の司会進行役を務めます介護保

険課介護保険係の岩松でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 委員の皆様のお席に介護保険・障がい福祉

専門部会の委員名簿を配付させていただい

ております。 

 議事に入ります前に、今回から足立区地域

保健福祉推進協議会の委員を委嘱された方

へ、委嘱状を交付させていただきます。席上

に委嘱状を配付させていただきましたので、

御確認ください。 

 新しい委員の方につきましては、名簿順に

お名前を御紹介させていただきますので、恐

縮ではございますが、その場で御起立をお願

いいたします。 

 初めに、学識経験者で慶應義塾大学医学部

医学教育統轄センター教授、春田淳志様でご

ざいます。本日は欠席でございます。 

 次に、足立区議会議員、石毛かずあき様で

ございます。 

（石毛委員） 

 皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 次に、足立区議会議員、太田せいいち様で

ございます。 

（太田委員） 

 よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 次に、足立区友愛クラブ連合会、下川満智

子様でございます。 

（下川委員） 

 よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 以上の方々が、新たに委員になられた方々

でございます。皆様、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 それでは、議事に入ります前に、本日の資

料の確認をさせていただきます。 

 まず、説明机上配付資料といたしまして、

介護保険・障がい福祉専門部会委員名簿、本

日の会議次第、席次表、資料１の追加資料と

して、地域密着型サービスの運営に関する委

員会資料、新たに委員になられた方４名のう

ち、御出席の３名には、足立区地域密着型サ

ービスの運営に関する委員会設置要綱がご

ざいます。 

 次に、事前にお送りいたしました資料の確

認をさせていただきます。本日お持ちでない

場合には、事務局に用意してございますの

で、お申しつけください。 

 資料１、地域密着型サービス事業者等の新

規及び更新指定について、資料２、物価高騰

支援を目的とした令和８年度高齢者施設・障

がい者（児）施設等に対する区独自の特別給

付金支給事業の実施等について、資料３、令

和６年度公募選定事業者の事業撤退及び令

和８年度地域密着方サービスの整備・運営事

業者の公募について、資料４、高齢者等実態

調査の報告（速報）について、資料５、令和

７年度足立区介護保険事業実施状況（速報

値）について、資料６、特別養護老人ホーム

待機者への対応等に向けた新規事業の開始

について、資料７、令和８年度から新規に実

施する手話出前講座について、資料８、足立

区障がい福祉関連計画の策定のためのアン

ケート調査結果（概要）の報告についてとな

ります。 

 資料については以上でございますが、よろ

様式第２号（第３条関係） 
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しいでしょうか。 

 それでは、ただいまから専門部会を始めさ

せていただきます。 

 なお、専門部会設置細則第４条第２項によ

り、この専門部会は過半数の委員の出席によ

り成立いたします。今回過半数に達しており

ますので、会議は成立しております。 

 また、専門部会の会議録は区民に公開する

こととなっております。記録の関係上、御質

問、御意見の前にお名前をお願いいたしま

す。なお、マイクをお持ちいたしますので、

挙手をお願いいたします。 

 それでは、次第を御覧ください。 

 本日の資料１、案件、地域密着型サービス

事業者等の新規及び更新指定についてにつ

きましては、足立区地域密着型サービスの運

営に関する委員会設置要綱に基づき、足立区

地域密着型サービスの運営に関する委員会

として報告させていただきます。 

 なお、同要綱第３条で、運営委員会の委員

は専門部会の委員をもって充てることとし

ているため、まず初めに、地域密着型サービ

スの運営に関する委員会としてこの案件を

報告させていただき、その後、介護保険・障

がい専門部会としてそれぞれの案件につい

て御報告させていただきます。 

 また、本日席上に配付しております地域密

着型サービスの運営に関する委員会資料に

は、個人情報や事業所の経営状況等が記載さ

れておりますので、地域密着型サービスの運

営に関する委員会設置要綱第８条の規定に

基づき、部会長の判断により、この案件のみ

非公開とさせていただきます。 

 また、地域密着型サービスの運営に関する

委員会資料につきましては、この案件終了

後、回収させていただきます。 

 それでは、これより議事進行を石渡部会長

にお願いいたします。 

（石渡部会長） 

 部会長をやらせていただいている石渡で

す。皆さん、暑い中本当に御苦労さまです。

今日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 では、ただいまから令和８年度第２回の足

立区地域保健福祉推進協議会、介護保険・障

がい福祉専門部会の議事を始めさせていた

だきます。 

 本日の議題はお手元の次第のとおりです。 

 先ほど御説明がありましたが、まずは、足

立区地域密着型サービスの運営に関する委

員会ということで、資料１について説明して

いただいて、その後、皆様から質疑をお受け

いたします。そして、その後で、介護保険・

障がい福祉専門部会として進めていきたい

と思います。 

 

【「地域密着型サービスの運営に関する委員

会」は非公開】 

※資料１の報告については、個人情報や事業

所の経営状況が含まれているため、地域密着

型サービスの運営に関する委員会設置要綱

第１条の規定により、非公開となっていま

す。 

 

 では、傍聴の方に入っていただきましたの

で、専門部会の報告事項に入らせていただき

ます。 

 専門部会のほうの進め方ですけれども、ま

ずは、資料２から５まで、介護保険関連にな

るかと思いますが、これを御説明していただ

いて、皆さんから質問、御意見をいただきま

す。次に、資料６から８、障がい関係ですが、

これを御説明いただいた後、皆様から御意見

をいただくという形にさせていただきます。 

 では、資料２から５について、介護保険課

の小峯課長、引き続き御説明お願いいたしま

す。 
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（小峯介護保険課長） 

 それでは、資料２から説明をさせていただ

きます。 

 こちら、物価高騰支援を目的とした支援と

いうことでして、令和４年度から開始をさせ

ていただいているものでございます。内容と

しましては、介護事業所ですとか障がい福祉

サービス等事業所を対象としておりまして、

スキームについては、昨年度も実施をしてい

るものと同じ内容でございます。 

 ただ、その間、消費者物価指数等で食費で

すとか光熱水費等々、状況が変更されている

ものがございますので、その中、直近のもの

を踏まえて改めて計算をさせていただいて、

必要な支援の金額等を出させていただいて

いるものでございます。 

 今回につきましては、項番１番の（３）で

すけれども、１事業所について、４月から９

月までの上半期分といたしまして、６万円か

ら89万4,000円というのを、規模に応じて支

給をさせていただきます。 

 項番２番、対象事業所でございますが、約

1,500事業所というふうになっておりまし

て、（２）番、総支給額でございますが、２

億1,000万円余という金額となっておりま

す。 

 次ページですね、項番３につきましては、

６年度、７年度の実績でございます。 

 項番４のスケジュールでございますが、こ

ちらは今、予定となっているんですが、先日

補正予算をお認めいただいたということも

ありまして、既に事業者の方に事業のほう提

案なりをさせていただいております。早いと

ころですと、今月中に支給を目指していると

ころでございます。 

 ９月30日まで申請の受付をさせていただ

いているものになります。 

 最後５番、今後の方針でございますけれど

も、下半期分につきましては、今後また様々

な状況を踏まえた上で、検討させていただく

予定でございます。 

 こちらについては以上となります。 

 続きまして、資料３番です。令和６年度公

募選定事業者の事業撤退及び令和８年度地

域密着型サービスの整備・運営事業者の公募

についてでございます。 

 こちらも、令和６年度に地域密着型の事業

所として公募をさせていただいた社会福祉

法人奉優会というところがございまして、西

新井本町４丁目にあるＪＫＫの所有地のほ

うに、①番の認知症対応型共同生活介護、高

齢者のグループホームですとか、あとは②の

看護小規模多機能型居宅介護というサービ

スを併設する予定で、当初、令和９年３月に

開設するめどでやっていただいていたとこ

ろだったんですが、このたび、その事業所の

ほうから、昨今のやはり工事の入札ができな

いぐらい物価が上がっていたりですとか、人

件費等の高騰で運営費が上がってしまった

というようなことを受けまして、なかなか採

算がちょっと取れない、難しいということ

で、事業撤退の申入れがございました。 

 そういったところを受けまして、区として

も何とか事業を実施していただきたいとい

う協議等させていただいていたんですが、そ

れがちょっと難しいということになりまし

て、先日、６月12日でございますが、（４）

のところにありますとおり、地元説明会のほ

う実施をさせていただきました。 

 交流する部屋があるということで期待を

していたとか、様々な御意見あったんですけ

れども、住民の中での一旦この事業の撤退に

ついては御理解をいただいたというところ

でございます。 

 次ページの項番２番です。この場所の今後

についてということになるんですが、こちら
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に、その前、昨年５月にも建設をする目的で、

当時住民説明会をさせていただいたんです

けれども、その中でも、こういった場所をつ

くっていただきたいというような声を頂戴

していましたので、改めて東京都住宅供給公

社殿と調整を行わせていただきまして、改め

てこちらの場所に高齢者のそういった地域

密着型のサービス事業所を、再公募という形

で検討をさせていただいているところでご

ざいます。 

 項番３番でございますけれども、こちら

は、そのお話のルートとは別のお話になるん

ですが、令和８年度の地域密着型サービスの

公募ということでございまして、こちらは、

この場所ではなく、応募事業者の方が確保す

る民有地という形にはなるんですけれども、

そこで、①番の認知症対応型共同生活介護で

すとか、②番の看護小規模多機能型居宅介護

または小規模多機能型居宅介護のサービス

を実施できるというような事業者様を、公募

で令和８年度にさせていただくという内容

になっております。 

 スケジュールについては、その次のページ

になりますけれども、７月から公募を既にホ

ームページなどで公表させていただいてお

ります。事業者の決定は、今年の10月頃を予

定しておりまして、施設の開設は令和10年度

までには開設をしていただけるような、そう

いったスケジュールで準備させていただき

たいと考えております。 

 こちらについては以上となります。 

 続きまして、資料４です。高齢者等実態調

査の報告（速報）についてというところにな

ります。 

 こちらにつきましては、令和７年、昨年の

９月から12月にかけまして実施をした高齢

者等実態調査、そちらの速報値がまとめまし

たので、御報告をさせていただくものになり

ます。 

 こちらの内容につきましては、令和９年度

から令和11年度までを計画期間といたしま

す足立区高齢者保険福祉計画・第10期介護保

険事業計画、こちらを策定するための基礎的

な資料というふうにさせていただくもので

ございます。 

 皆様、別添でグレーのこちらの冊子、概要

版というものになりますけれども、こちらの

ほうに詳細は記載させていただいておりま

すので、お目通しいただければと思います。 

 内容については、抜粋をさせていただいた

ところで、この報告の資料に戻らせていただ

きますけれども、主な新規設問、項番１番で

ございますけれども、その中では、（１）の

認知症に関する設問ですとか、（２）の新た

な担い手の確保に関する設問というところ

を追加させていただきました。 

 それから、項番２番の分析概要というとこ

ろになりますけれども、こちらについては、

予防・生活支援であったりですとか、次のペ

ージの住まい、それから医療・介護といった

ところを、そこから見られている現状、そし

て課題、そういったものが分かりましたとい

うところになっております。 

 項番３の調査概要につきましては、区民対

象調査、それから事業所対象調査、今日御出

席の委員の皆様にも御協力をいただいてい

る調査でございますので、改めてお礼を申し

上げます。御協力いただきありがとうござい

ました。 

 そういった皆様方からいただいた調査を

受けまして、項番４番、今後の方針でござい

ますけれども、こういった課題に対する改善

内容等を検討いたましして、国ですとか東京

都の動向なども踏まえた上で、来年度から開

始をさせていただきます次期計画の施策等

に反映をしてまいりたいというふうに考え
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ております。 

 こちらについては以上です。 

 続きまして、資料５です。令和７年度足立

区介護保険事業実施状況（速報値）について

でございます。 

 こちら、毎年この専門部会のほうでも御報

告をさせていただいているものになりまし

て、昨年度の足立区の介護保険事業実施状況

をまとめさせていただいたものになります。 

 トピックとして言いますと、項番１番の、

まず65歳以上の被保険者の状況でございま

すけれども、65歳以上の被保険者方は微減と

いう形となりました。前年度295名の減とい

うことになっております。 

 一方で、要介護の認定を受けていらっしゃ

る方につきましては、971名の、要介護関係

は71名、要支援が264名の増ということで、

全体としては1,235名の増というふうになっ

ております。 

 それから、次のページ、項番２番になりま

す。保険給付の状況でございます。こちらに

つきましては、受給者の数というところでい

いますと、昨年度よりも1,095名増加して３

万3,768名となりました。それから、（２）の

保険給付費でございますが、こちらにつきま

しても、641億7,000万円余というところにな

りまして、前年と比べますと18億円余という

ところで、約３％の増ということになってお

ります。 

 主な増理由といたしましては、足立区もま

だ、昨年度は特別養護老人ホーム２か所を新

たに開設をしていたりというところがござ

いますので、そういった特養の利用額等が伸

びているというのが一因でございます。 

 その下、参考情報というところで、足立区

の高齢化率ですとか65歳以上の数、足立区の

人口なども記載させていただいております。

現状といたしましても、23区の中で高齢化率

はやはり高いという状態でございまして、現

状、23区で２番目というような高齢化率とい

うところとなっております。 

 項番３については、先ほど地域密着型サー

ビスの指定及び廃止のところで御審議いた

だいた内容の７年度のまとめというところ

になっております。 

 今後の方針、項番４番になりますが、令和

７年度の実績をまとめたあだちの介護保険

というものを、９月頃に発行させていただく

予定となっています。また、先ほどの実態調

査のところでも御報告させていただきまし

たが、次期の高齢者保険福祉計画・第10期の

介護保険事業計画の策定に向けて、結果を分

析しながら進めさせていただきたいという

ふうに考えております。 

 次ページの別紙につきましては、報告させ

ていただいた内容の詳細になりますので、こ

ちらも併せて御確認いたただければと思い

ます。 

 長くなりましたが、私のほうからは以上で

ございます。 

（石渡部会長） 

 石渡です。御説明ありがとうございまし

た。 

 足立区の高齢化率は２位ということです

が、それだけにしっかり施策を検討しなくち

ゃいけないんですけれども、今の御説明に関

連して、何か御質問、御意見おありの委員の

方、お願いをいたします。 

 横田委員、お願いいたします。 

（横田委員） 

 区議会議員の横田です。 

 今、速報値について報告がありましたけれ

ども、高齢者人口、これが295人減っている

ということなんですが、反対に、要支援、要

介護の方が1,235人増えているということで

は、やはりこれからの方針としては、介護予
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防に一層力を入れていかなければいけない

というふうに思っているわけです。 

 人口比でいっても、若い方の流入も非常に

増えて、70万6,421人となっているというこ

とですけれども、やはりこの実態から見て

も、介護予防の重要性が非常に求められてい

るのかなというふうに思いました。 

 それで、第10期の介護保険計画と、それか

ら高齢者福祉施策については、今回あだちシ

ニアふれあい食堂が創設されたということ

で、13団体あるとお聞きしていますけれど

も、地域的にはどの辺にあるのか。区内に偏

っていたりとか、または、ちゃんとある程度

の範囲のところにあるのか、そういった実態

をちょっと教えていただきたいというふう

に思いました。 

（黒岩高齢者はつらつ支援課長） 

 足立区の高齢者はつらつ支援課長の黒岩

でございます。 

 今、あだちシニアふれあい食堂のところも

ありましたけれども、全体として介護予防も

重要だというところで、こちらもそのように

考えております。 

 特に、このあだちシニアふれあい食堂、介

護予防で必要なところ、フレイル予防とし

て、栄養、口腔というところ、運動と栄養、

口腔と社会参加というところがありますけ

れども、特に栄養だとか、あと社会参加とい

うところであだちシニアふれあい食堂も重

要だというふうに考えておりまして、今後の

計画のほうにも位置づけていきたいという

ふうに考えております。 

 地域のところですけれども、各包括、あだ

ちシニアふれあい食堂の事業をやるところ

の付近に当たっても、各包括のほうからいろ

いろと状況を聴取しながら進めてきました。

お声がけのほうも各包括のほうから地域の

団体のほうにさせていただいておりますの

で、おおむね満遍なくできているかなという

ところはあるかと思います。 

 ただ、手元に資料が詳しくなくてあれなん

ですれけれども、花畑地域のほうではあまり

多く見受けられなかったと思いますので、で

きれば、満遍なく地域のほう、各包括の地域

あたりに１つとかいうふうに、こちらとして

はお考えいただきたいというふうには考え

ておりますので、今後も引き続き事業拡大の

ほうに努めてまいりたいと思っております。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございます。 

 では、石毛委員、お願いいたします。 

（石毛委員） 

 私のほうから、資料２と３について御確認

させてもらいたいんですけれども、資料２に

ついてなんですが、対象事業所1,500事業所

で、２億1,000万円という独自の支援を行う。

そして、東京都の連携支援という点について

は、大変大きく評価できるものです。 

 その中で、先ほど課長からもお話ありまし

たエネルギー関係や人件費、物価高騰等々、

様々高止まりしておりまして、大変事業所の

経営というのは厳しいものですから、ですの

で、今後の方針に書かれておりますけれど

も、下半期分の支援については、今後様々な

状況を踏まえた上で検討するというふうに

書いてあるんですが、どのような指標をもっ

て判断していくのかというのが１点です。こ

こは確認のため、教えていただけますか。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 こちらにつきましては、令和４年度からこ

の事業を実施して、今もそうなんですけれど

も、やはり消費者物価指数、国の消費者物価

指数をかなり重要視しております。というの

は、やはり直近のトレンドというのが、足立

区の内情もそうですし、全国的にもそれが分
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かる数字ということでございます。 

 これには、光熱水費ですとかガソリン代で

すとか、それから食料費、そういったものを

こちらのほうでチェック、ウォッチをさせて

いただいて見ていくというところでござい

ます。 

（石毛委員） 

 ありがとうございます。 

 続きまして、資料３になりますけれども、

撤退後もこのように再公募をする姿勢とか、

またＪＫＫともしっかりと連携を取ってい

くという点について、評価できるところであ

ります。 

 その上で、やはり建築費とか人件費の高騰

とか、そういった意味で事業撤退となりまし

たけれども、心配なのは、今後同様なケース

が増えるんではないかなというのが、誰もが

懸念するところだと思うんです。 

 この再公募に当たって、事業者の皆さんが

参入しやすい募集条件とか、支援策を見直し

していくとは思うんですが、本日ですよ、思

うんですが、ただやはり、質だったり規模だ

ったり、そうしたものはしっかりと担保して

いただきながら、ここ非常に難しいところな

んですけれども、幸せになると、どうしても

要件を緩和しようと思ってしまうんですけ

れども、そこは何とか防いでいただいて、同

じ質の中で担保をしていただいてお取組を

いただきたいというふうに思うんですが、そ

の辺いかがですか。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 私も、委員おっしゃるとおり、やはり地域

密着型サービスの参入がなかなか厳しくな

っていくという一方で、やはりそれを新たに

また公募させていただく以上は、その質の部

分というのはしっかりと担保をしていく必

要があるというふうに考えておりまして、も

ちろん、そういう担保をするというところ

で、公募という中でいろんな財務の状況です

とか、その企業の状況というのをしっかりと

見させていただいた上で、その上での御提案

というところに対して専門の委員会の委員

の方に御審議をいただいて、決定をさせてい

ただくというところでございます。 

 また、区としましても、今回新たに区のほ

うで支援できる補助金の部分というのがあ

りまして、そちらを今回公募のほうでは入れ

ておりますので、従前の令和６年度のときの

公募よりも、その部分では参入も少ししやす

くなっているという部分はございます。 

（石毛委員） 

 ありがとうございます。 

 最後になりますけれども、施設整備ととも

に、やはり地域交流のスペースだったり、ま

た先ほどから出てきておりますが、認知症に

対する、よくやっていますけれども認知症カ

フェとか、要するに地域共生の拠点となるよ

うな、そうした施設づくりというのが大変評

価されると思うんですね。 

 要するに、箱物は造りました、中でそうい

ったことは行われていますけれども、実は地

域の人たちは関係ない人は全く関係ないと

いうこともありますから、できれば地域の皆

さんには還元できるような、そうした施設づ

くりの方針といいますか目線といいましょ

うか、そういったのも少し入れていただくと

有り難いと思いますので、その辺、要望で終

わらせますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございました。 

 どうぞ、岡田委員。 

（岡田委員） 

 足立区議会の岡田です。 
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 私からは、資料２、物価高騰支援を目的と

した足立区独自の特別給付金支給事業の実

施等について、幾つかお伺いさせてくださ

い。 

 非常にエッセンシャルな業界であります

ので、給付金自体はやはり必要な給付金かと

存じ上げますが、この物価高騰支援を実施す

る根拠の物価上昇率、令和７年10月から令和

８年３月の直近６か月とありますが、この資

料からは、この物価上昇率というのが、光熱

費なのか、ガソリン代なのかとか、事務所費

なのかという、その物価上昇率の指標となる

ものが見えないんで、この物価上昇率という

のは、どういった内容のものを根拠に算出さ

れているのか教えてください。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 こちらは、国の総務省のほうから毎月出て

いるものにはなりまして、2020年を100とし

たときに、今がどれぐらい伸びているかとい

うのを測る指標になっております。 

 そういった中で、直近ですと、こちらでい

うと、令和７年10月から令和８年３月という

ことの半年間ですが、この間、国のほうでは

暫定税率の廃止ですとか、ガソリン代でいう

とそういったところございましたし、あとは

光熱費についても補助を出すとか、そういっ

た動きがございました。あと、中東情勢の不

安定化とか、そういったものがこの間あった

ということでございますが、蓋を開けてみる

と、やはり中東情勢の不安というようなこと

で、当初ガソリン代とか非常に上がるんでは

ないかなというふうに思っていたんですが、

その指数で見ていくと、やはり国の暫定税率

の廃止とかというところが非常に大きく効

いていたというところもあって、そこはむし

ろ上半期よりも下がっていました。 

 逆に食料費の部分につきましては、より上

昇していたというところが分かったという

ところでございまして、そういった部分を踏

まえた今回の金額という形となっておりま

す。 

（石渡部会長） 

 どうぞ。 

（岡田委員） 

 ありがとうございます。 

 やはりここ半年、ホルムズ海峡の影響でナ

フサ不足といった、介護事業者の方々だけで

はなく、様々な業種、業態の方から物価高騰

で大変お困りという声がありましたので、や

はりそういった指標をこういった資料に載

せていただいたほうが、ほかの業界から見て

も説明がつくのかと思って質問させていた

だきました。 

 介護事業所1,000事業所、障がい者事業所

500事業所とありまして、一番下の表ですね、

訪問・その他サービス、定員区分が定員なし、

事業者数が698とありますけれども、この698

の訪問事業所については、全て一律６万円の

給付となっていますよね。これ、例えば、足

立区広いですから、北千住の物件なのか、竹

ノ塚の物件なのか、事務所の大きさもそうで

すけれども、ヘルパーさん２人なのか、50人

なのか、車両数が何台なのかによって、全然

事業規模違うとは思うんですけれども、この

訪問・その他サービスが698事業所全部６万

円一律というのは、どういう根拠なんでしょ

うか。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 こちらにつきましては、おっしゃるとおり

です。事業所様にもいろんな規模ございま

す。当然ながら、お一人でやられているとこ

ろもあれば、多くの従業員の方を抱えてやら

れているところもあると思います。 

 その中で、まず物価高騰のほうとして、食
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料費とか、それからガソリン代とか光熱水

費、一番かかっているのは、いわゆる入所を

されているような施設様ということになっ

てくるんですが、当然ながら、それ以外のこ

のその他というところの訪問・その他サービ

スの方々も、通信、水道光熱費を使っていら

っしゃるというところもありますし、場所に

よってはお車を使われているところもある

かと思います。 

 こちらの金額については、確かに事業所の

規模によって多い、少ないという御意見はお

ありかもしれないんですが、あくまでそうい

った事業所様でも、全く自転車しか使わない

ですとかというところももちろん中には入

ってきてはいるんですけれども、そういった

ところでも、一定程度の金額のところでお渡

しができるようにするため、入所とか通所の

サービスでこれぐらいガソリンとか水道光

熱費が必要だろうというものを基礎的な金

額として、そこから訪問・その他の事業所の

方に振り分けをさせていただく金額という

のを設定させていただいておりますので、区

としてはそのあたり、ちょっと一律になって

しまうところはあるんですけれども、御支援

はさせていただいているかなというふうな

認識でおります。 

（岡田委員） 

 ちょっと粗いのかなっていうふうに感じ

たんで、やはりいいこういう給付金の制度だ

と思いますから、700事業所全て一律６万円

というのは説明が書いていなかったのと、ち

ょっと私のほうで分からなかったので質問

させていただきました。 

 裏のページですね。これ、利用率、15％の

事業所さんが使っていないということは、介

護事業者であれば、大体150事業所が使って

いないという計算になるのかなと思ってい

ます。この分析、要因というのは、令和６年

度、令和７年度やられていると思いますけれ

ども、その周知不足なのか、煩雑さ、そうい

う申請が煩雑だから出していないのかとい

う、そういう分析要因はされていますか。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 こちらにつきましては、今、特に資料が書

きづらいといったことは、過去には少しそう

いった御意見もありましたので、内容につい

ては非常に簡単に申請ができるように用紙

の変更をさせていただいたりはさせていた

だいております。 

 一方で、どうしても事業者利用率がこの

85％程度になっているという理由の１つと

しては、法人様のお考えとして、こういった

ものを受け取らないですというところも、ど

うしても少なからずあったりですとか、あと

は、残念ながら休止になってしまったり廃止

になってしまう事業所様といのうは中には

いらっしゃったりします。そういったところ

で、区としてもなるべく申請をいただきたい

ので、勧奨等はさせていただいておりますの

で、意思の確認というところでもさせていた

だいているところですが、残念ながら今の利

用率としては85％になっているというふう

に分析をしております。 

（岡田委員） 

 すみません、最後に、令和６年度、令和７

年度比べても、介護サービス事業所さんの分

は約5,000万プラス、障がい福祉サービスさ

んのほうはプラス2,300万円と、本年度も１

年間ではなく上半期分ということで計算し

ても、やはり毎年毎年増えているような数字

です。 

 いろんな事業者さんを支援したいという

こと分かるんですけれども、最後のこの今後

の方針、様々な状況を踏まえた上でという、

丸っとした書き方なんですけれども、どうい
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うことを検討して、この事業者さんに支援し

たことによって人材が定着しているのかで

すとか、事業継続性がアップしているかです

とか、事業者さんの皆さんの声みたいなもの

も全く書いていないんで、どういうふうに検

討するのか書いていないんですけれども、そ

れを最後に教えてください。 

（小峯介護保険課長） 

 ありがとうございます。 

 下半期の支援につきましては、もちろん先

ほどの消費者物価指数もそうなんですけれ

ども、実際受け取られている方、事業者様の

お声というのも当然、私どもにとっては大事

だというふうに考えております。 

 様々な場面で事業者の方々とお会いする

会議等ございます。そういった中でも、今の

この物価高騰支援がどうなのかというとこ

ろで、感謝をしていただいているというよう

なお声も確かにいただいております。 

 こういったものが経営の安定ですとか、そ

れによって従事者の方の定着、人材確保、そ

ういったものに少しでもつながっていくよ

うな事業にしていかなければいけないとい

う思いはございますので、そういったところ

も踏まえて、事業を実施するかどうかについ

ては検討させていただきたいというふうに

考えております。 

（石渡部会長） 

 いろいろ大事な御指摘をいただきました

が、実際この給付金等を受けている事業所の

お立場とか、あるいは実態がどうなのかみた

いなところを、何かお聞かせいただければと

思いますが、いかがでしようか。 

 鵜沢委員、お願いいたします。 

（鵜沢委員） 

 介護サービス事業者連絡協議会の鵜沢で

す。 

 物価高騰の支援は本当に有り難いと思っ

て、毎年度ありがとうございます。 

 岡田委員のおっしゃったように、濃淡です

かね、今日、橋本さんも、お席にはいらしゃ

いませんけれども、大規模な施設などの影響

が、私、自分の法人が本当にごく小さな、在

宅の訪問介護、それから居宅介護支援、障が

いのほうのデイサービスと、規模が小さいも

のですから、いただける金額も小さいんです

けれども、ただ、数万円であっても、少なか

らず電気代、ガス代というのはかかっており

ますから、非常に有り難い支援だなと思って

います。 

 ただ、これで事業が継続できるかどうかと

いうと、そこまでダイナミックなものではな

いなと、うちの規模であればですよ。これが

大規模な施設で100万円近くということであ

れば、十分足しにはなるんだろうということ

は、橋本さんからも聞いていましたので。 

 一番の事業継続の上で、やっぱり人材をど

う確保できるかというのが全体的なところ

ですけれども、これは人件費に回せるもので

はありませんから、直接的にそれが事業継続

に沿って、もちろん有り難いんですけれど

も、非常にこれが、この金額がちょっと上が

ったから継続できるよということは、なかな

か言いづらいのかなとは思いますけれども、

ないよりもあるほうがずっといいというよ

うな感じです。 

 すみません、感想みたいで。 

 以上です。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございます。 

 佐藤委員や鈴木委員は何か。 

 じゃ、お願いいたします。 

（長門障がい福祉課長） 

 障がい福祉課長です。 

 先ほどの介護のほうの答弁に併せて、少し

補足ですが、この物価高騰の申請勧奨をする
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際に、こちらのほうでも、事業者に少し聞き

取りは行っております。 

その中で、これからやりますというような

お声は多いのですが、実際出てこないという

ことを踏まえると、日常の業務に追われてい

るところが背景としてあるのかなというふ

うに考えておりまして、今回の申請から、物

価高騰の申請については、オンラインの申請

もできるような形で、今回手続のほうを改正

しております。少しでも事業者さんの方がよ

り申請しやすい形態のほうで申込みしてい

ただければなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

（石渡部会長） 

 石渡です。 

 ありがとうございました。申請の方法もい

ろいろ変わっているということですので、あ

りがとうございます。 

 佐藤委員、お願いいたします。 

（佐藤委員） 

 親の会の佐藤です。 

 私が関わっている障がい福祉の社会福祉

法人さんの通所事業所さんで、人数規模は90

人ぐらいですかね、利用者さんのところは。

それで、少し定員を満たしていないから赤字

になったりするのがあって、電気とかなるべ

く消すように、日頃から気をつけていたそう

なんですけれども、そうしたら、年間で80万

円ぐらい光熱費が安くなりましたとおっし

ゃっていて、物価高騰って本当、もう日本人

全員に関係することなので、本当は福祉事業

所さんだけ支援していただけるというのは、

先ほど議員さんからもありましたけれども、

ほかの業種の方から見ると、ちょっとずるい

というか、福祉だけみたいに思われると嫌だ

なというのもあるんですけれども。 

 なので、そういった事業所さん側も、自分

も努力しているみたいな、支援もらうばっか

りじゃなくて、そういう努力もされていると

いうところもアピールされるといいのかな

というふうに思いました。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございました。 

 実際、事業所のほうはいろいろな経費もあ

るかと思いますけれども、人件費とか人材不

足みたいなところが本当にしぼんだみたい

な話は、いろんなところでお聞きしますが。 

 どうぞ、山下委員、お願いいたします。 

（山下委員） 

 医師会の山下です。 

 うちも介護事業所、ちっちゃい小規模なの

を３つほど経営しておりますけれども、この

支援金は確かに有り難いです。もともともら

っていなかったものですから、それこそ少し

でも、多少少額であっても有り難いなという

ふうに感じるというのは実際のところです

けれども。 

 ただ、介護業界も医療業界も、根本的な仕

組みが、いわゆる公定価格で収入が決まって

いると。実際にこの２年間もしくは３年間、

人件費の上昇率だけでも、一般の事業所、社

会では５％を超えています。それに対して、

介護報酬とか診療報酬はほぼゼロ％です。

３％上がったと言いますけれども、実際には

ほとんど、一般の事業所とかはまず来ない金

額なんですけれども、この構造自体が経営上

成り立たないというか、人が集まらないと。 

 最低賃金も1,226円ですか、東京都。実際、

職業に卑賎はありませんが、掃除のおばちゃ

んに1,226円出すのに、医療事務に1,300円で

は、これでは人は集まらないに決まってい

る。すなわち、医療業界に行くぐらいだった

ら、ほかの業界へ行ったほうがまだ稼げる

と。介護も同じだと思いますけれども。 

 そのような構造的な問題がある、それに対
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して、行政の区のほうが、地方自治体がそれ

を１つでも補塡してくれようというのは大

変有り難いんですけれども、現場としては、

プラスアルファもらっても、この事業がいつ

まで存続できるのかというのは、まさに他の

委員が言ったように、答えようがないという

のが本心だと、そういうふうに感じていま

す。 

（石渡部会長） 

 山下委員、ありがとうございました。本音

を語っていただけたような気がいたします

が。 

 あと、昨日はちょっと障がい関係の施設と

いろいろ話をしていたんですが、障がいのほ

うは、加算でもってサービスの質を上げよう

みたいなやり方をしているので、でも、加算

に応じられるような、やっぱり人員の確保み

たいなところがなかなか難しいというとこ

ろで、本質的なところをどうするかみたいな

ところについては、やっぱり行政のお立場で

声を上げていただくことなんかも必要かな

みたいに、今お聞きして思ったりしました

が。 

 今までの資料との関連で、何かほかにござ

いますでしょうか。 

 下川委員、今日から初めてなんですけれど

も、委員のお立場で何かお気づきのことがあ

れば、ぜひ。 

（下川委員） 

 初めまして、下川といいます。足立区の区

友連、老人会のほうから行ってこいというこ

とで、こちらのほうに出席させていただきま

した。 

 区のほうからのいろいろな御意見と、それ

から老人会からの今後どうするかというよ

うなことで、ちょっとこれ、私の意見になっ

てしまうかもしれないんですけれども、ちょ

っとお話ししたいと思います。 

 私たち足立区の老人人口は、約４分の１を

占めていますよね。その中で、老人会に入っ

ている人は9,000人ぐらいなのかな、あんま

り入っていないです。それで、なるべくそこ、

老人会に入っていただいて、いわゆるフレイ

ル防止、それから在宅で最期までいたいとい

う方、そういう人たちをどういうふうな形で

サポートしたらいいかというところで、フレ

イル対策では軽スポーツを取り入れてやっ

ております。 

 それから、在宅で過ごしたいという方、今、

グループホームですか、その辺に入りたいと

いう方が結構いらっしゃるんですけれども、

なかなか入れない。それ、入所待ちという方、

そういう方がいらっしゃる。それから、その

入所待ちの間に医療機関との連携をどうし

たらいいか、そんなふうなところも、老人っ

て結構医療にかかっているんですよね。その

医療費をなるべく削減するために、軽スポー

ツ出ていらっしゃいよということで、老人会

の参加を募集しているところなんですけれ

ども、やっぱりひきこもりというか、家の中

にいる方を引っ張り出すのに非常に大変な

部分があるんです、特に男性の場合ね。その

辺をどうしたらいいかというのが、今後の課

題なんです。 

 取りあえず、老人会としては、なるべく保

険を使わないような雰囲気で、なるべく最期

まで元気で地域で過ごしたい、そんなふうな

老人生活を送っていただければと思ってや

っております。 

（石渡部会長） 

 石渡です。 

 下川委員、ありがとうございました。 

 最初に介護予防というような御意見いた

だきましたけれども、そういうところでも老

人会、本当に活躍をしてくださっているの

で、加盟する方が増えるような何かいい案が



14 

 

あったら、ぜひ皆様お願いをいたします。 

 どうぞ、鵜沢委員、お願いいたします。 

（鵜沢委員） 

 すみません、介護事業者の鵜沢です。 

 資料３番です。グループホーム、これが、

今回不調に終わってしまったということは

非常に、最後御指摘もありましたが、ゆゆし

き問題だなと思っておりますが、ちょっと質

問なんですけれども、今、認知症の方が増え

ている、独居の方が増えている中で、地域包

括ケアの一翼を担うのはこのグループホー

ムだと、私、個人的に思っています。 

 特養であれば、その整備に関して、必要数、

ニーズ、供給をどうこなしていくかというこ

とも綿密に計画を立てていただいています

が、このグループホームの整備する必要数、

それからどういうふうなペースで増やして

いく、キープなのかみたいなことは、どうい

った指標を基にお考えになっているかとい

うのを聞かせてください。 

（石渡部会長） 

 お願いします。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 こちら、グループホームにつきましては、

地域密着型サービスということで、やはり区

としては、今回でいうところの９期の計画で

すとか、次でいうところの10期の計画の中

に、計画期間中にどれぐらいのグループホー

ムが必要かですとか、そういったところを踏

まえて計画をさせていただいています。整備

計画に近いものなんですけれども、それに基

づいて、この公募というのをかけさせていた

だいておりますので、今期、９期でこういっ

たグループホームがつくりたかったんです

けれども、今回ＪＫＫ用地のところですと、

ちょっと撤退してしまったというところは

残念なお話になりますので、改めてその需要

が満たされていないというところもありま

すので、再度公募をかけさせていただくとい

うような、そういう流れとなります。 

（鵜沢委員） 

 すみません、需要を満たせていないんじゃ

ないという、その基となるような数が、現段

階に関してはあるわけですね。 

（小峯介護保険課長） 

 そうですね。やはり高齢者の方の伸びです

とかサービスの伸びとか、実態調査等々を踏

まえて、こういったサービスが欲しいとか、

そういったところも見ながら検討させてい

ただいているというところでございます。 

（鵜沢委員） 

 分かりました、ありがとうございます。 

 グループホーム、どうしても費用が特養さ

んと比べたら高額になってしまうというと

ころですが、入りたい、入ったほうがいいん

じゃないかなとは、説明の結果出る方はたく

さんいらっしゃるんですけれども、経済的な

理由もあってなかなか入れない状態という

のが、足立区の特徴かなと私は思っているん

ですが、その辺、何か入りやすい仕組みとい

うのがあると、またいいのかなと思いますの

で、その辺も考えていただけたらと思いま

す。 

 以上です。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、この資料５までのところについ

てはよろしいでしょうか。 

 ごめんなさい、横田委員、お願いします。 

（横田委員） 

 区議会議員の横田ですが、やはり地域密着

型のサービス、それから看護小規模多機能、

こういったところの構造的な問題というこ

とで、報酬が少なかったり、あと設置する、

建設するのに非常にお金がかかるというこ
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とが、具体的に危機的な状況になってきてい

るということの現れだと思うんです。 

 ですので、区のほうの支援ということであ

りますけれども、それをまた格段上げて、や

っぱり区としても支援をしていく、そして、

国に対して要望していくことがとても重要

なんじゃないかなというふうに思いました

ので、御意見しました。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございます。本当にいろんな、

物価高の中でも特に建築等については、なか

なか大変だというのが、既にあるところの建

て直しなんかもなかなかうまくいかないみ

たいなお話がありますので、何かそのあたり

について、行政として打てることがあるのか

どうかみたいなのは。 

 では、何かございましたら。 

（小峯介護保険課長） 

 そうですね。先ほどお伝えしたような新た

な公募をかけさせていただくときの区の補

助ですとか、そういったものは、今回公募で

はさせていただいておりますけれども、それ

以外にも、やはり事業所の方がどうだったら

こういった整備がしやすいかですとかとい

うのは、今回でいうと、８年度は民有地のほ

うを公募させていただくんですけれども、こ

ちらについては、ゼロから建物を造るという

だけではなくて、ほとんど既存の建物の中で

事業者がサービスを、お借りして家賃をとい

う形で間借りされてやるような、そういった

ことも可能という形となっておりますので、

単純に物をゼロから建てるというだけでは

ない整備というところも含めて、地域密着型

のサービス事業者が増えていけるように、区

としては支援をしてまいりたいというふう

に考えております。 

（石渡部会長） 

 よろしいですか。 

 ありがとうございます。 

 ほかに何か。 

 どうぞ、倉田委員、お願いいたします。 

（倉田委員） 

 １点教えていただきたいんですが、資料

５、65歳以上の被保険者の状況という表の中

で、要支援と要介護が微増になっています。 

 10ページを見ると、表のつくり方かもしれ

ませんけれども、高齢化率は下がっているん

ですね。その下を見ると、地域密着型サービ

スの指定及び廃止状況で廃止が増えている

ということなんですが、だんだん１号保険者

の数が多少微減であっても、要介護者が増え

ていっていますよね。それがある程度増えた

時点で、今度、上げ止まって下がってくる可

能性は結構強いと思うんですけれども、それ

は、もし分かれば、どのぐらいの時期にそれ

が起きるのかというのが、もし予測できてい

るんであれば、ちょっと教えていただきたい

と思います。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。 

 国でもいろんなふうに言われております

けれども、一般的には2040年問題というのが

ございまして、そこが一応介護の需要が最大

にくるんではなかろうかというところがあ

りますので、少なくともそこまでは、まだま

だこれから介護需要というのは伸びていく

のではないかというふうに認識をしており

ます。 

 具体的にその中でいけば、国と同じように

なるかどうかというところは、細かいところ

の部分、区としては重要視している部分であ

りますけれども、そこについては、様々にま

た、人口推計ですとか高齢者の伸び、それか

らサービスの伸びなど含めて、注視をしてま

いるところでございます。 

（石渡部会長） 
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 2040年までまだ大分ありますので、いろい

ろな検討が必要になってくるかと思いまし

たが、ありがとうございます。 

 ほかにはよろしいでしょう。 

 それでは、次の資料の御説明をお願いしま

す。 

 資料６については、高齢者施策推進室の半

貫室長、それから資料７、８については障が

い福祉課の長門課長からの御説明、お願いい

たします。 

（半貫高齢者施策推進室長） 

 高齢者施策推進室長の半貫です。 

（石渡部会長） 

 白石委員、今までの資料との関連。 

（白石委員） 

 一応報告事項が終わったら聞こうと思っ

ていた。 

（石渡部会長） 

 ごめんなさい。じゃ、御発言ですね。 

（白石委員） 

 一応、報告事項が終わってからお伺いしよ

うかというふうに思っていたわけですけれ

ども、２つばかりお答えいただきたい。 

 まず１つは、ここにいる担当部長も担当課

長もほとんど新しい人ですから、江北ひまわ

り建設についての国の考え方については多

分、その頃は、皆さん現在の地位に就いてい

ないんですね。江北ひまわりについては、足

立区が東京都と取り合いをして、東京都がよ

し分かったということで、国に、足立区、江

北ひまわりの計画をまず出したんです。 

 そうしたら国が、足立区は障がい者の施設

は十分あるんだから、今回は認めないという

ことで、江北ひまわりの通常施設ができなく

なりそうだったんですね。 

 現在、障がい者の通所施設とは1.5倍から

２倍ぐらいの、定数よりも多くの障がい者を

受け入れてやっているわけです。だから、何

度も江北ひまわりをつくりたいということ

で、当時の、今亡くなりましたがタカシマ都

議会議員にお願いをして、それで東京都と話

し合ってもらったんです。 

 そうしたら、東京都は国がやらなければ絶

対やってくれないんですけれども、実際には

国がやらないけれども、足立区の事情よく分

かるから、東京都が、国の出すお金は半分出

しましょうと。だから、足立区も半分持って

くれという話があって、当時の担当者、東京

都の担当者と足立区の担当者と話し合った

ところ、建設費の半分は東京都が出す、国は

全然出してくれません。あと残り半分は足立

区が出すということで決まったわけですけ

れども、今後、現在だって、今言ったように

1.5倍から２倍ぐらいの通所者、定員オーバ

ーでやっているんです。現在、もうこれ以上

やり切れない。 

 だから、出すと言っても、東京都から国に

出しても、国が認めてくれませんので、この

ことについては、幾らここで話し合ってもど

うにも前に進まないんです。 

 現在、担当課長はどういうふうに、長門君

が多分担当なんだと思うんですけれども、障

がい者の施設は足立区は十分あるんだと、十

分なんかないんですから、何とか国とか東京

都を動かして、施設を造らないわけにはいか

ないわけです。 

 というのは、足立区に３つの特別、昔でい

うと養護学校があって、ここを毎年卒業して

くる卒業生がいるんですね。この人たちが行

くところがない。このままだったら、家の中

に閉じ込めるっきゃなくなっちゃう。何とし

ても施設をつくらなくちゃいけないという

ふうに私は思いますけれども、担当の課長は

どういうふうに考えて、東京都や国に対して

どういう働きかけをしているのか、教えてい

ただきたい。 



17 

 

（長門障がい福祉課長） 

 障がい福祉課長、長門です。 

 私も、江北ひまわりができるときの経緯と

いうのは、白石委員さんのお話を聞いて初め

て知ったところでございます。 

 国がこの新しい施設については認めない

というのは、私も認識はしていますが、この

ことについては、東京都、また国への要望の

中で、そういった機会を捉えながら、そうい

った区の実状はしっかりと伝えていければ

なと考えているところです。 

 具体的に、足立区のみでその実情を提出す

ることができるのかどうかというところは、

まだ課題としてはありますが、区の実状はし

っかり東京都、国等に伝えられるような手立

てが打てないか、考えてみたいと思います。 

 以上です。 

（白石委員） 

 ここで幾ら話し合っても、施設を建設する

ためにはお金が必要なんです。このお金の大

部分は、国が今まで出してくれていた。その

国が、足立区は施設十分あるんだから、これ

以上つくらなくてもいいと言っている。そう

すると、ここで幾ら話し合ったって、施設を

つくろうというふうに介護保険・障がい福祉

専門部会で決めても、実際に話が前に進まな

い。 

 区の担当者として、国にちゃんと要請して

いるんですか。 

（長門障がい福祉課長） 

 障がい福祉課長です。 

 足立区独自でそういった要請を国にした

ということは、申し訳ございません、私がこ

ちらの今、現職に就いてからはない状況で

す。 

（石渡部会長） 

 もう一つを。 

（白石委員） 

 このことについては、ここで幾ら議論をし

ても先に進まない話ですから、この次も同じ

ような話なんですね。 

 介護保険料をこれからどうするかという

ことを決めなくちゃいけないわけです。とこ

ろが、区の担当者がこのくらいのお金だった

らできますよというのを出してくるのが遅

過ぎる。議会の中で話し合うだけの時間がな

いんですよ。９年度からやらなくちゃいけな

いとすると、８年度いっぱいに話を決めなけ

れば予算も立てようがないわけ。もう時間が

ないんですとやられちゃうんですね。だか

ら、ある意味では、区の出してきたお金を認

めざるを得ないというような形で、今までは

ずっと続いてきたんですよ、介護保険料が。 

 できたら、今年は少しでも早く、11月とか

12月に出されて、今月いっぱいに決めてくだ

さいなんて言われたって、そんなに簡単なこ

とじゃないというふうに思いますので、介護

保険料の決定、区の考え方が大まかまとまる

のはいつ頃なんですか。 

（小峯介護保険課長） 

 御質問ありがとうございます。介護保険課

長です。 

 そうですね、介護保険料については、なか

なか11月、12月だと遅いという御意見、すみ

ません。今回につきましては、基本的には国

のほうから様々な情報というのが、どうして

も冬にならないと出てないというところが

ありますので、そういったところを踏まえ

て、金額の精査というのはしていかなければ

いけないんですが、一旦中間報告という形

で、第９期であれば９月頃に実施をさせてい

ただいております。第10期につきましても、

同じぐらいの時期に中間報告案ということ

でお示しをさせていただきたいというふう

に考えております。 

（白石委員） 
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 我が党も、４月から組織が変わったわけで

す。そこで、介護保険料について、我が党の

総会で話し合おうということで、介護保険課

長、福祉部長に話を持っていったら、まだ何

も決めていないんで、話合いのしようがない

という答弁だったんですね。 

 それで、介護保険課長に先月、今月の半ば

頃言ったら、まだ全然決まっていません、全

然まだ見通しが立っていないんだというこ

とだとすれば、党内で議論する場所がないん

ですよ、時間がない。だから、早く決めてほ

しい。 

（石渡部会長） 

 伊東委員、どうぞ。 

（伊東委員） 

 福祉部長、伊東でございます。 

 まず、今の介護保険料の話でございます

が、私どもも、当然現時点で集められる情報

を様々集めながら、どのぐらいになるんだろ

うというような考えをまとめている最中で

あります。今月の末にこの精査をして、推進

協議会で本題の会議がございます。そこで改

めて、区から介護保険料について、この推進

協議会に諮問を出させていただきます。 

 とはいえ、今、介護保険課長が申したとお

り、保険料に跳ね返って影響するものという

のが、どうしてもこれから先に出てくるもの

もあるので、今の時点で、例えば、何千円か

ということをお示ししたとしても、それ以降

の要素で変わってしまうというようなこと

も想定されます。ですので、私どもとしては、

できる限り情報を集めて、皆様方に御審議い

ただけるような状態でお示しをしていきた

いと。 

 ただ、かといって粗予測、審議の時間もな

いというのも大変失礼な話でございますの

で、できる限り、私どももなるべく早く皆様

方に、このような案でいかがでしょうかとい

うところをお示しできるようにする努力は

させていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

（白石委員） 

 これで最後にしますが、少なくとも高齢者

は増えている、介護にかかる人の数も増えて

いる。このままいけば、介護保険は絶対にや

っていかれないとすれば、介護保険の制度そ

のものを根本的に変えないとなかなかうま

くいかない、こういうふうに思うんですね。 

 変えるとすれば、今動かなければ、今年中

なんか決まるわけがない、今動かないと。23

区の区長会でどう思っているのか、福祉部長

会ではどう思っているのか。思っているだけ

では駄目なんですよ、動かないと。もちろん

私たちも、国会議員を動かして努力はしてい

ます。努力はするけれども、皆さん方、事務

方が動かなければ、新しい方法なんか出てこ

ない。 

 このことをしっかり考えて、第10期の介護

保険料についてはできるだけ早く出してほ

しい。十分私たちが議論できるような時期に

出してもらいたい。そうしなければ、皆さん

の出した金額で決めざるを得なくなってし

まう。このことについては、議会としては非

常に、今までの決め方については問題がある

と思っていますので、ぜひひとつよろしくお

願いしたいというふうに思います。 

（石渡部会長） 

 白石委員、ありがとうございました。 

 私、介護保険のほうについてはちょっと分

からないんですけれども、前者の障がい者の

施設が建てられなかったというようなこと

については、ちょっと足立区について情報は

ないんですけれども、ただ、今、まだ特別支

援学校に在籍する子どもは、子どもが減って

いるにもかかわらず増えている教育の現実

ありますが、でも、卒業後に関しては、障が
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い者だけの施設ではなくて、障がい者の雇用

率も少しずつ上がっている中で、やっぱり一

般の社会の中で生活するというような流れ

になってきているので、結構ほかの区でも、

障がい者施設の増員みたいなことを検討し

たりしたんですが、むしろ施設から企業に移

行するみたいなところも含めて、障がい者だ

けの枠組みの中で暮らすのではないという

流れは着実に進んでいると、私は理解してい

るんですけれども、そうではないですかね。 

 佐藤委員や鈴木委員、もし何かあればちょ

っと。 

 だから、障がい者施設をつくるというだけ

に、施策は向かなくていいんではないかなみ

たいに思ったりもしています。 

（佐藤委員） 

 親の会、佐藤です。 

 白石先生には、本当に50年以上前から親の

会も関わっていただいて、そういった障がい

者のための施設つくるときとかも、一緒に運

動していただいて、本当にありがとうござい

ます。 

 そんな中、本当にごく最近の状況で言いま

すと、江北ひまわり園につきましても定員を

満たしてはいない現状ということなので、そ

れで、日中通う通所施設につきましては、高

等部卒業後に行けないという人は、最近はあ

んまりいらっしゃらないのかなって思って

おります。あと、逆に生活介護とかは、本当

に小規模の、10人単位ぐらいの生活介護の施

設ができていたり、足立区外の埼玉県のほう

に通われる方も、放課後等デイサービスの系

列だったりとかで埼玉のほうに通われてい

る方もいたりして。 

 なので、親の会としましても、通所につき

ましては、大きい施設をつくってくださいみ

たいな要望は最近はしていないんですけれ

ども、ただ、入所施設のほうは、やっぱりこ

れ以上は区内はつくってくださらないとい

うことで、やっぱり親亡き後とかの区外の遠

くに行ってしまう方もまだまだ大勢いらっ

しゃいますので、あと、住む場所というのも

グループホームもまだまだ足りていないと

いう現状はあるかなって思っております。 

（石渡部会長） 

 鈴木委員、何か補足あればお願いします。 

（鈴木委員） 

 父母の会の鈴木です。 

 肢体不自由の場合も、やはり今、通所施設

のほうの定員がまだ余っているという状況

で、学校卒業後の生徒さんの行き場が区外だ

ったりというところがあったり、あとは、一

般就労とか、大学に行きたいという方もいら

っしゃっているということもお聞きしてい

ます。 

 なので、本当に、あと、医療的ケアが必要

なお子さんがやはり今多くなってきていて、

卒後の行き場とか、あと通所施設の中でも、

重度化して医療的ケアが必要になってしま

って、生活介護の施設は入所調整会議が入る

ので、年度途中で医ケアになってしまって、

そこの施設に入れない、さあ、この先どうし

ようというところでは、御家族が悩まれてい

るケースも出てきたり、やはり親御さんが亡

くなられてとか、認知症になってとか、いろ

んな介護ができなくなってというところで、

やはり区外の入所施設に入られるケースと

か、やはり親も障がいのある子どもも高齢化

しているということと、あと学校卒業後の行

き場の親の考え方が、やはり私たちとは違う

なと。長く見ていただけるような場所を選ん

でいってしまうので、区内の施設の定員がち

ょっと余ってしまって埋まらないみたいな

感じ。 

 以上です。 

（石渡部会長） 
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 ありがとうございました。やっぱりそのあ

たりは、少し多角的な視点からやるべきかな

と思います。 

 今、医療的ケアのお話ししていましたけれ

ども、医療的ケア児のほうも、間もなく者も

含めた支援法に変わる検討が行われている

ので、やはりケアが必要でありながら年齢を

重ねていく方が増えてはいるので、そのあた

りのところについては、やっぱりグループホ

ームの利用なども含めて、障がい分野ではし

っかり考えていかなくてはいけないかなと

いう。 

 でも、実際にそういうところ、医療的ケア

があったりとか、かなり強度行動障害がある

ような方のグループホームみたいなのも、い

ろんなところで増えてきているので、やっぱ

り足立区としても、子どもたちの社会参加み

たいなところをしっかり、それぞれ実態を踏

まえてということで、この後の議論にも重な

ってくるかなと思うんですが。 

 それでは、すみません。障がいのほうも実

態調査やっていただいていますので、資料６

を高齢施策推進室の半貫室長、それから７と

８が長門課長からということで、御報告お願

いします。 

（半貫高齢者施策推進室長） 

 高齢者施策推進室長の半貫です。 

 資料６について御説明をさせていただき

ます。 

 着座にて失礼いたします。 

 特別養護老人ホームの待機者への方々へ

の対応に向けた新規の事業、３点ありますの

で、その御報告をさせていただきます。 

 特別養護老人ホームなんですけれども、令

和２年に特別養護老人ホーム整備方針とい

うのを立てました。というのは、当時、待機

者の方々が約2,500人いたというものになり

ます。 

 このときに立てた整備方針は、施設を整備

することで待機者の方を減らしていくとい

う考えの下、令和７年度末、令和８年３月ま

でに当時よりも７施設増えております。令和

８年５月の時点ですが、待機者は約1,500人

まで減らすことができました。 

 ただ一方で、施設は建てるんですけれど

も、病院でいう大部屋、多床室のほうが待機

者の方々が多い状況です。というのは、もう

一つある個室、ユニット型個室と比べます

と、料金がやはり少し安いですので、多床室

を希望される方が圧倒的に多い。ユニット型

個室については空床が発生している。また施

設を建てますと、それだけ人員の確保が必要

になりますので、言葉は悪いですが、施設同

士で人員の取り合いが行われてしまってい

るような状況も聞こえてきたところです。 

 ということで、様々区のほうで取組をする

ことになりました。 

 まず１つ目が、高齢者施設入所相談員によ

る入所の相談になります。こちらは、専門の

職員も２人、４月から雇用しておりまして、

ちょうど今月、７月１日から相談事業を始め

ました。 

 ここに記載のとおり、まず１つ目が施設選

択に係る支援。初めて高齢者施設、例えば御

家族の方ですとか御自身ですけれども、どう

いった施設があるのか、そういったところも

分からない中でどうやって検討するのかと

いうあたりを、その方の状況等を伺いなが

ら、その方に合う施設を御案内するようなこ

と。 

 もう一点が、特養の入所の申込みに関する

支援ということで、具体的に希望する内容で

すとか、申込みする方法につきまして支援を

行います。特養ごとに対応できる医療的ケ

ア、たんの吸引ですとか、そういったことも

違いますので、そういったところも御案内を
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するような形になります。また、特養の長期

待機者ということで、今現在、令和５年以前

に申し込まれた方も、まだ待機されている

方々がいらっしゃいます。 

 アンケートを取ったところ、特養はなかな

か申込みが、すぐに入れないのでということ

で、お守り的にお申込みをされている方がい

らっしゃるというのも分かりました。中に

は、必要で申し込まれているんですが、待っ

ている間に、例えば医療的ケア、医療のほう

の重要度が増してきて、特養では対応できな

い、そのような方がいるということも分かり

ました。そういう方々には、この相談員から

個別に御連絡を取り、その方の現在の状況を

伺い、その方に合った施設を御案内するとい

うものになります。 

 今日、机上に黄緑色の相談のチラシをお配

りさせていただきました。包括ですとか介護

事業者のほうにも御連絡はさせていただい

ておりますが、７月10日号の広報にも掲載を

されております。今、ぱらぱらと相談も来て

おりまして、広報が配付された御家庭では、

予約のお電話もいただいているところです。 

 １つ御案内いたしますと、単身で、１人で

在宅に住んでいるんだけれども、このまま在

宅に住み続けていいのか、施設に入った方が

いいんじゃないかと思っているんだけれど

もという御相談があり、その方の御様子を伺

うと、今現在の状況では十分在宅での生活が

できるということでお答えさせていただき、

御本人はとても安心しておられたというも

のが、最近の相談の中にあったところです。 

 続いて、２つ目になります。高齢者24時間

365日相談事業、こちら、高齢者の相談コー

ルセンターと高齢者相談ＡＩチャットボッ

ト、これを令和８年10月から開始する予定で

進めております。 

 相談等、どうしても日中等になってしまい

ますので、お仕事をされている方ですとかは

なかなかお電話での相談というのが難しい

ような状況です。ですので、夜中でも御相談

ができるような体制を、コールセンターとＡ

Ｉチャットボットで御用意をする予定です。 

 また、３つ目、特別養護老人ホーム検索サ

イト、これは、令和９年４月開始に向けて、

今準備を進めております。 

 区内33の特養があるんですが、どの特養が

いいかなと思って調べようとすると、一つ一

つの特養のホームページを見ていかないと

ならないというのが、今現状です。昨年度、

暫定的に33施設を１表にまとめまして、待機

の状況、それから金額ですね、そういったも

のが、また施設の特色、そういったものが分

かるような１表をつくっておりますが、この

サイトができますと、複数の希望するような

条件を組み合わせて入れることで、合致する

特養が表示されると、そこから選んでいただ

くと、そのようなホームページを作成する予

定でおります。 

 説明は以上になります。 

（長門障がい福祉課長） 

 障がい福祉課長、長門になります。 

 資料７、８について、私のほうから説明さ

せていただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

 まず、資料７ですが、令和８年度から手話

出前講座というものを実施させていただき

ます。昨年の11月にデフリンピック開催され

まして、そのレガシー的な位置づけで実施を

するものでございます。 

 １番の目的でございますが、手話は言語で

あると、まずそこを、しっかり周知啓発を図

るというところと、聴覚障害のある方の理解

促進、こういったことをしっかり周知を図っ

ていくということを目的に、実施をさせてい

ただきたいと思っております。 
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 内容でございますが、この講座を希望する

団体のほうから申込みを受けまして、挨拶な

どの簡単な手話を学びたいという、その学ぶ

レベルについては、相談して決めさせていた

だくように考えています。無料で提供できる

ようにしております。 

 ３番の主な対象でございますが、区内の事

業所や、区民により構成されている団体とい

うようなことを想定しております。申込み時

点で10人以上の受講が見込まれるというこ

とを要件とさせていただいております。 

 ４番のイメージ図の中に、右側、実施希望

団体のところに、想定しているような団体等

を記載させていただいております。委託のイ

メージですが、このイメージ図のとおり、実

施のほうをさせていただければというふう

に考えているところでございます。 

 開始の時期は今月からということで、もう

早いところですと、７月10日号が委員の皆様

方に届き始めていると思います。こちらのほ

うで今周知や、区のホームページ、ＳＮＳで

周知を図ってまいります。また、校長会であ

るとか、また地域学習センター長会などの場

も活用していただければと考えているとこ

ろでございます。 

 続きまして、次のページをお願いいたしま

す。 

 資料８になります。障がい福祉関連計画策

定のためのアンケート結果の概要の報告で

ございます。 

 第８期の障がい福祉計画、第４期の障がい

児計画を策定するための基礎資料として、昨

年の12月に実態調査をさせていただきまし

た。その概要を報告させていたくものでござ

います。 

 まず、１番の調査項目でございますが、３

種類の調査を実施いたしました。18歳以上の

障がい者、18歳未満の障がい児、あと事業者

になります。回収数、回収率については記載

のとおりでございますが、今回、障がい者、

障がい児については、オンラインでの回収も

できるような形を取らせていただいたとこ

ろです。 

 しかし、回収率の部分の２の障がい児の調

査ですが、前回と比べてマイナス８ポイント

という状況でございます。これについては、

こちらの考えでは、オンラインで回答を進め

ていく中で、保存機能がなかったがために、

回答をしてもらえなかったということが要

因ではないかというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 続いて、２番の分析の概要でございます。

今回、区民の皆さん、また暮らしとの関わり

をイメージできるような形で整理をさせて

いただきたいということで、今回このアンケ

ート結果の概要版を整理する際に、項目を10

項目に整理させていただきました。その項目

ごとに、現状と課題を記載させていただいて

いる状況でございます。 

 まず、１項目の部分が人材の確保・育成に

なります。現状につきましては、抜粋させて

いただきますが、内部研修等の充実を図って

いる割合が高いという状況ですけれども、や

はり職員数が不足しているという回答が非

常に高い。課題としては、新規採用、職場定

着の推進がやはり課題というところで、こう

いった処遇改善であるとか内部研修を進め

る中で、人材の確保と育成を一体的に進めて

いくことが必要であるというふうに考えて

いるところでございます。 

 続きまして、次のページをお願いいたしま

す。 

 項目が多いのですが、まずは障がいの理解

と権利擁護、こういった部分での、記載のよ

うな差別を経験した場面等があったという

記載をさせていただいております。 
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 また、３項目めが、子供の育ちと切れ目の

ない支援ということで、やはり各分野連携し

て、その支援体制を構築していくことが必要

だというようなこと。 

 また、下のほうですね。４項目めですが、

成人期の地域生活支援ということで、健康状

態に不安を抱えているという人も一定数い

るというところになりますので、そういった

サービス利用等の安定的な確保であるとか、

本人が望む生活というのをしっかり支えて

いく必要があるという項目です。 

 ５項目めが就労等支援というところで、体

調面等にやはり不安があるというところで

一定数いらっしゃるんですが、ただ、将来に

向けては、就労の充実を求めるというニーズ

が高いというところ。こういったところに

は、適した就労形態を提案できる体制という

のも整理する必要が求められるのかなとい

うところです。 

 ６項目めが文化・スポーツ活動ということ

で、こちらについては、指導員もそうなんで

すけれども、ハード、ソフト両方面から障壁

を解消していく必要があるというところ。 

 ７項目めが相談支援と情報提供というこ

とで、１か所で相談が済む総合窓口のニーズ

が高いというようなことになりますので、こ

ういった相談支援体制の庁内連携を図って

いきたいということ。 

 ８項目めが住まいということで、緊急時の

受け入れ体制の整備の必要性というのを感

じている方が多いというところで、親の高齢

化の話もありますが、居住継続のリスクに備

えて、グループホーム等の拡充、こういった

ものを計画的に整える必要があるというと

ころ。 

 続きまして、次のページをお願いします。 

 ９項目めですが、安心・安全なまちづくり

というところで、こちらの部分、やはり避難

所における精神的負担感をすごい感じてい

るということが分かりましたので、そういっ

た実際の避難の際の実効性のある災害支援

体制を、今後、危機管理を含めて考えていく

必要があると思っております。 

 最後、10項目めですが、移動・交通環境と

いうことで、週４日以上外出するという一定

数いる中で、障がい者と障がい児によって、

その移動手段というのはやはり違うという

ようなところに差があるということが、今回

分かりました。ハード、ソフト両面での支援

体制というのは、構築する必要があるという

ようなことでございます。 

 最後、３、今後の方針でございますが、こ

ちらの介護保険・障がい福祉専門部会もそう

ですが、推進協、また地域自立支援協議会、

また障がい者団体とは、個別にヒアリング等

を実施させていただいて、11月から12月頃に

はパブリックコメントを予定しております

ので、そういった意見を聞きながら、８年度

中に計画のほうを策定していきたいという

ところでございます。 

 私のほうから以上になります。 

（石渡部会長） 

 石渡です。 

 御説明ありがとうございました。 

 今の資料の説明での関連で、御質問、御意

見おありの委員の方、いらっしゃいましたら

お願いをしたいと思いますが。 

 どうぞ。 

（太田委員） 

 説明ありがとうございました。区議会議員

の太田です。 

 私のほうからは、資料６について質問させ

ていただきたいと思います。 

 まさに特養の待機の方が多いという中で、

少しでも相談支援体制に取り組んでいただ

けるということで、大変有り難いなというこ
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とでお話を聞いておりました。 

 説明の中にもありましたが、特に待機の方

は、多床室のほうで待機が多くて、ユニット

型で空床が発生しているという状況がある

ということでした。 

 その中で、相談の内容として、特に待機が

長期化している方ということが対象になる

ということであったんですけれども、説明の

中にもありましたけれども、やはり費用負担

の関係でユニット型よりは多床室という方

が多いかというふうに思うんですけれども、

この相談支援の中で、どういった効果を考え

て想定していらっしゃるのかを、まず教えて

いただければと思います。 

（半貫高齢者施策推進室長） 

 高齢者施策推進室長です。 

 その方の状況によっては、負担軽減措置と

いうものも使えたりもしますので、料金が少

し負担少なくて済むようなものもございま

す。そういった制度も御案内することで、ユ

ニット型の個室のほうでも、自分は払える範

囲だというようなことをお示しできるです

とか、そういったこともやっていきたいとい

うふうに考えております。 

（太田委員） 

 ありがとうございます。 

 そうすると、待機の方の数ももう少し、今

よりは適正な数字が見えてくる、または、そ

ういった支援を受けながら、ユニット型の空

床率も幾分か解消されていく方向になると

いうことになるというもので、この結果をま

た見据えた上で、今後多床室、ユニット型の

配分というか整備の方針も、そういったとこ

ろを見極めた上で、今後将来的に検討してい

くという考えでよろしいでしょうか。 

（半貫高齢者施策推進室長） 

 高齢者施策推進室長です。 

 長期待機者の中には、先ほども申し上げた

ように医療の割合が高くなってしまって、ど

うしても特養には入れない、そういった方

は、これまでの御相談の中で、特養の待機は

取下げをいただいて、介護医療院のほうに、

こちら、医療の療養病床がメインなんですけ

れども、こちらを御案内して、そちらの申込

みに変えたというような方も中にはいらっ

しゃいます。 

 そういった形で、本当に待機が必要な方

か、もう少し絞り込めると思いますので、そ

の上で、今後特養の整備については、委員お

話しのようにどうしていくかというのは、ま

た御報告させていただきたいと考えており

ます。 

（太田委員） 

 ありがとうございます。 

 ちょっと、この辺の効果、しっかり私も期

待して見守っていきたいなと思います。 

 最後１点、要望になるんですが、この相談

の受付が、電話、窓口での受付ということに

なっています。ただ、相談、特に御家族から

相談を受けるようなケースが我々も多いん

ですが、御家族、割と忙しい中、時間を捻出

してということになるかというふうに思い

ます。 

 受付に関しては、ぜひ今後オンラインも検

討していただきたいなというふうに思いま

すので、利用状況を見て、もう既にオンライ

ンで受付とかもありますか。その辺の確認だ

けお願いします。 

（半貫高齢者施策推進室長） 

 高齢者施策推進室長です。 

 まずは、高齢者の方が分かりやすいように

電話でということにしましたが、今後の状況

で検討させていただきます。 

（太田委員） 

 よろしくお願いいたします。 

（石渡部会長） 
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 ありがとうございました。 

 ほかには。 

 加藤委員、手話の出前講座の話などもあり

ましたが、何かお気づきのことあれば、御発

言お願いしてよろしいでしょうか。 

（加藤委員） 

 足立区ろう者協会の加藤と申します。 

 以前からどうしても要望していたことが

あります。例えば、お店とか、あるいはいろ

んな場所で手話を使いますよね。筆談ができ

ない場合もあります。質問する場合は、簡単

に見て分かる方法です。 

 ろう者の文化は目で見る文化ですので、聞

こえる人たちは声でお話をしますね。簡単な

ことだったらば、例えば、花という手話があ

ります。こういう人は、耳が聞こえませんと

言ってもお勧めできない、お勧めっていう言

葉も分からないですね。お花を見たときに、

お勧めしますという話も通じないんですね。

手を見れば、口だけでしゃべられると分から

ない、話されても分からないですね。例えば、

花の形をします。花の形をつくってくれれ

ば、しおれていくような、倒れるような形に

すれば、そういったことの状況が分かりま

す。本来は、手話は見る言葉なんですね。 

 手話の言語は言葉なんです。ジェスチャー

とは違います。身振りとは違います。手話は

言語なんですね。きちんと普及して、皆さん

に御理解いただきたいと思います。 

 それから、皆さん御存じと思いますが、耳

が聞こえない人はほとんど、ろう者の頭の中

は、聞こえる人に会ったときに、手話が分か

らない場合に、言えないというような、自分

が積極的に話しかけていくということが、や

っぱり難しいんですね。例えば、聞こえない

人が10人いれば、１人ぐらいは話すかもしれ

ませんが、ただ、自分は話せないというのが

残り９人います。ですので、つい言われたこ

とに、はいはいとうなずいてしまうことが多

いと思います。 

 ですから、以前から皆さんにお願いしてい

るんですけれども、一歩進んだことがあった

かと思います、出前講座を開いていただい

て。ただ、まだまだ足りない部分がたくさん

あります。23区で出前講座というのはまだな

されていません。足立区がまず１番だと思い

ますので、誇りに思っています。 

 今、これからグループホームですね、東京

都内の中でグループホームが３つございま

す、聞こえない方の。皆さんに知っていただ

くためにお話しします。 

 足立区と世田谷区と、それから青梅市、た

ましろの郷というのが、有名なのがあるんで

すが、たましろの郷とほかの施設は違います

が、専門的なグループホームとしているのは

足立区だけなんです。知的障がい者の方とか

聞こえる人たちもいる施設が混ざっている

施設は、東京都内にもございます。ところが、

足立区は聴覚障がい者のグループホームに

なっております。また、たましろの郷もいろ

いろな方たちが入っています。重い方たちが

入っています。 

 ただ、足立区の場合は、重い方ではなくて、

介護保険法と、それから障がい者の人は別に

しています。障がい者といえば区分がありま

すよね。重い場合は青梅市にあります。足立

区グループホームの場合、３、４ぐらいが程

度としては採用されて、入所されておりま

す。地域の中で住みたいという方たちがいま

す。 

 今、グループホームは５つなんですが、ま

だまだ足りない状況でございます。委員の皆

さんが施設足りない、もっと増やしてほしい

というお話が先ほどありましたが、施設の人

たちは２つ足りない。でも、残念ながら、手

話できるということが条件になると思いま
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す。手話が分からない施設というのは、やっ

ぱり考えられないと思います。10年、20年前

から、業者は仕方なく老人ホームつくる、老

人ホームになる。でも、話ができないわけな

んですね。１年後、２年後に詰まらない環境

の中で亡くなる方もいらっしゃったと思い

ます。グループホームの中で手話ができるも

のですから、とても喜んでいらっしゃいま

す。 

 それから、足立区はハピネスという老人ホ

ームがあります。そこにろう者が入るユニッ

トがございます。遠慮なく入れるような施設

が必要だと思います。私が入るように勧めて

も、やはり自宅で孤独死をする方たちもいら

っしゃると思います。高齢者の中に、伺った

人たちも実際にいらっしゃいました。自分の

家に固執する人たちもいらっしゃいました。

ですから、これがとても心配です。 

 手話が分からないと、知的な部分ではなく

て、手話という言語を獲得していることが大

切だと思います。聞こえない人たちの特性が

分からないままではなくて、手話が分からな

いまま手話で会話をするのではなくて、やは

り特性を知った上でお話をしていただきた

いと思います。 

 誰にも手伝ってもらえない環境の中で、た

だ自分だけ固執するというような環境にな

りがちなんですね。手話ができれば、安心し

て自分を出すことができるんです。筆談でも

やはり分からない、読めない形もいらっしゃ

いますので、そういったときには、やはり拒

否的になってしまうこともあります。行政の

施設の方も今も、大分よくなりましたけれど

も、ただただ、まだまだ足りない部分はある

と思います。社会が変わってほしいと思って

います。 

 ぜひ皆さんにお願いしたいんですね。もう

一つグループホームが欲しいなというふう

に思っています。ぜひそういった要望をした

いと思っています。御配慮よろしくお願いい

たします。 

（石渡部会長） 

 加藤委員、ありがとうございました。 

 でも、やっぱり国の手話言語法もできて、

いろんなところで手話が広まってきている

なって。私はぜひ、出前講座は子どもたちの

ところに行ってほしいなみたいに思ったり

もしています。意見です。 

 ありがとうございます。 

 あと、柳川委員や山根委員、何かお気づき

のことあれば、ぜひお願いしたいと思います

が。 

 山根委員、特によろしいですか。 

 柳川委員、何かあればぜひお願いをしたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

（柳川委員） 

 ありがとうございます。私は、障団連のほ

うからまいりました柳川でございます。 

 実は、今加藤委員もおっしゃっていました

が、障団連の方も困っております。そして私

も、私は視力障がい者の会長やっております

が、いろんな意味で、私ども障がい者を、す

ぐ一目見て分かるのは、はっきり言って車椅

子の方とか、そういった方が多いんですが、

白杖を持っていると、特に分からない一般の

健常者の方が多数いらっしゃいます。特に高

齢者の方です。 

 そんな意味で、いろいろな危険な目に遭う

ときがございますので、その辺、共生社会の

中で生きていくためには、やっぱり障がい者

に対する理解度というのを、一般の方々にも

うちょっと、そういった知っていただく場を

設けていただけるとか、ちょっとこの介護保

険のことにはあんまり関係ないんですが、そ

ういったことで、先日地域自立支援協議会の

中でもお話ししましたけれども、もうちょっ
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と障がい者に対する理解度を深めていただ

きたいと、それだけ言わせていただいて、何

度も同じようなことしか言えませんが、よろ

しくお願いいたします。 

 以上です。 

（長門障がい福祉課長） 

 障がい福祉課長です。 

 柳川委員さん、御意見ありがとうございま

した。 

 そういった障がい理解というのは大切だ

と、私たちも考えておりますので、決して数

は多くはないのですが、西新井第二小学校に

おいて、そういった障がい理解の促進を進め

るための勉強を、区の職員のほうが行って授

業をしてきています。また、昨年度は第五中

学校の全学年を対象に、車椅子体験であると

か、障がい者理解の部分の講座のほうを開か

せていただいたというようなことがござい

ます。 

 決して全児童・生徒の数からすれば本当に

少ないかもしれないのですが、そういったこ

とを福祉部のほうでも今取り組んでいるこ

とと併せて、都市建設部のほうでも、障がい

理解をするための資料をユーチューブ的な

ものを区のホームページのほうに上げて見

ていただいているというのを、事業で一部や

っているところもあると私ども聞いている

ようなところでございます。 

 今後もそういった理解促進のための事業

は進めていきたいと考えているところでご

ざいます。 

（柳川委員） 

 ちょっとよろしいですか。 

（石渡部会長） 

 どうぞ。 

（柳川委員） 

 今、長門課長からお話あったのは分かるん

ですが、子どもたちにはいろいろなそういう

教育機関があるんですよ。私どもも確かに都

市建設のほうで、昨年ですか、スライドをつ

くって、今年の12月から学校に対して、モデ

ルになった視力障がい者が実際に行って、白

杖を持ってやるというような、要は学生さん

というとおかしいんですけれども、小学校、

中学校にはそういったあれがあるけれども、

私が一番気にしているのは、今現在、皆さん

が歩道で歩いているときです。また、バスに

乗ったときです。そういう交通機関を利用し

たときです。あるいはレストランへ入ったと

きです。そういったときに、一般の方たちが

理解度がどういうふうに、区としては方針が

あるのですか、考えていらっしゃるんです

か。 

 今現在、高齢者の方の中にも、白杖という

ものが実際分からない方もいるんですね。こ

れ、いい杖だね、私もこんなのが欲しいねと。

だから、おばあちゃんは健常者というか、目

が見えるから、こういう杖は無理なんだよ、

これは、私みたいに全然目が見えない。おた

く、見えないのって言うから、そうですよ、

見えないから、この杖をついているんですよ

という、そういう説明をしていかなきゃいけ

ない場合もあるんですね。それを、どういう

ふうに区のほうでは対策とか、これからどう

していったらいいかということを、私は一番

訴えたいんですよ、いつも。 

 子どもたちも、みんな頑張って、いろんな

方たちが支援しながら、学校でのそういった

授業とか、そういう中で、総合学習というの

でやっておりました。子どもたちはどんど

ん、小さい子だって、おじさん、大丈夫って

声をかけてくれる子どもさん方がたくさん

います。でも、高齢者というか、中年から高

齢者にかけて、また逆に、これはヘイトスピ

ーチじゃないですけれども、外国人の方は一

切無視しております。自転車で後ろから来
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て、チリンチリン鳴らしている人もいます

し、平気で点字ブロックの上に物を置いた

り、自転車置いて、竹ノ塚駅周辺ではそうい

うアジアの国の方たちが結構いらっしゃい

ます。そういったときは、歩くのに非常に困

る場合もあるんですね。 

 だから、そういったことに対しての区とし

ての方針を、私はもうちょっと力を入れてや

っていってほしいなということを訴えてい

るんです。 

 以上です。 

（石渡部会長） 

 お願いします。どうぞ、伊東委員。 

（伊東委員） 

 福祉部長、伊東でございます。 

 御意見ありがとうございます。 

 今拝聴しておりまして、私もそういった場

面、例えばバスの中とか駅とかで、視覚障が

い者の方であれば、そういった方がいらっし

ゃる場面で、その横をすれすれに、ぶつかり

そうになりながら階段を駆け上がっていく

人がいるとか、そういった場面は実際に私も

見たことがあります。 

 決してそれは、当然望ましい形でもないで

すし、是正していかなきゃいけない部分だと

思いますが、恐らくその方って、あえてそう

やっているんではなくて、もともと意識がな

いんだと思うんですよね。そういう配慮しな

きゃいけない場というか、存在を見つけると

いうことも、分かっていらっしゃらない方も

いらっしゃると思います。気づいていないと

思うんですよ。 

 ですので、区として、今こうするというこ

とをちょっとはっきり申し上げることは難

しい部分もあるんですけれども、例えば、障

がい者週間みたいなときもありますので、そ

ういった機会を捉えて、実際障がいをお持ち

の方って、こういう日々過ごされていて、こ

ういった場面で困っていることが実際ある

というようなところを、区の中で分かっても

らえるような啓発ですとか、そういったもの

は、まず私たちも取り組まなければならない

というものだと思いますので、今後機を捉え

て、そういったことも深めさせていただきた

いと思いますし、今後も、こういった困り事

があるんだということを、引き続き、柳川委

員はじめ皆様方からも御意見頂戴して、それ

を区民の方々に伝わるように、私たちもやり

方も考えて啓発をしていきたいというふう

に思いますので、引き続き御意見、御協力を

よろしくお願いしたいと思います。 

 お答えになっていないかもしれませんが、

そんな思いでいます。 

（柳川委員） 

 ありがとうございます。 

（石渡部会長） 

 それでは、岡田委員。 

（岡田委員） 

 足立区議会の岡田です。 

 先日、ウォーターズ竹芝というところに行

きまして、ダイアログ・イン・ザダークとい

うものに、ちょっと私、プログラム参加して

きたんですけれども、そこが純度100％の暗

闇でして、私、２時間、白杖を持って、全く

見えない世界で、実際に目を開けても全く見

えない状況だったんですけれども、その中で

一歩一歩歩いたり、中で温かいお茶を飲んだ

り、お菓子を食べる、能登半島に行く旅みた

いなプログラムだったんですけれども、それ

に参加をしてきて、本当に声をかける大切さ

ですとか、声かけていただける有り難さみた

いなものを体験してきたんですね。 

 これ、何が言いたいかというと、私も草の

根で、足立区にある会社さんにこういうプロ

グラム参加してきたですとか、厚生委員会に

２月から参加させていただいているので、実
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際そういう目が見えない方の気持ちにどう

寄り添えるかなということで体験してきた

んですけれども、そういうプログラムという

のは、企業向けですとか子供向けですとか、

いろんな方々向けにやっているプログラム

になるので、微力ながら足立区議会のほう

も、こういったことを柳川委員のお気持ちを

しっかり受け止めて、草の根で伝えていくこ

とも大事なのかなと思って、そういうプログ

ラムに参加させていただいたという、ちょっ

とシェアでございます。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございました。ぜひ、足立区と

しても、最後、酒井先生。 

（酒井副部会長） 

 時間がかなりかかっていますので、１点だ

けお話しさせていただければと思います。 

 今、障がいというものについての理解のお

話が出たんですけれども、やはり分かってい

て無視というか、気づかないのか、どっちが

根が深いのかというと、やはり気づかないと

いうのが一番、障がいを持たれている方にと

っては危険であり、困ったことだと思うんで

すね。そうすると、やはり今日、資料の７番

目にありましたけれども、やはり周知、障が

いというものはどんなものなのか、どういう

危険を伴うものなのか、どういうふうにしな

ければ助け合うということができないのか

というあたりの、そこからが本当にスタート

なんだなというふうに思いました。 

 私も障がい福祉の関係で、どういう施設が

合うだろうということを相談受けるんです

けれども、障がい者に関しては、区の中で管

理しないんですね。もう東京都を越えて他県

で、近県まで含めて施設を探すんですね。当

然、障がいはもう様々なものありますから、

やはりこの障がい福祉を考えていく場合に

は、足立区だけではなく、施設探しサポート、

高齢者の施設探しサポートありますけれど

も、障がい者のサポートは区にとどまらな

い、近県まで含めたサポートのほうを、足立

区にお願いしたいなというふうに思いまし

た。 

 今日、非常に深いお話ありがとうございま

した。 

（石渡部会長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、終了の時間を過ぎているので、

まだ御発言おありの方もいらっしゃるかと

思うんですけれども、取りあえず、今日はこ

こで終了とさせていただきます。 

 最後に、事務局から連絡ごとありますの

で、お願いいたします。 

（事務局） 

 本日はお忙しい中、委員の皆様には長時間

にわたり御審議をいただきありがとうござ

いました。 

 今後の予定ですが、７月27日に第１回足立

区地域保健福祉推進会議を区役所の庁舎ホ

ールで、９月３日に第３回足立区介護保険・

障がい福祉専門部会を、こちら、すこやかプ

ラザあだちのほうで開催を予定しておりま

す。 

 本日お車でお越しいただいた委員の方に

は、１階か３階の受付のほうで駐車券のＱＲ

コードをお受け取りいただきまして、正面入

り口を出たところに精算機がありますので、

精算してから出庫のほうをお願いいたしま

す。 

 それでは、本日の専門部会を終了させてい

ただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 


